
年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身につける
とともに、他者や社会に対して興味関心を持ち
、理解を深めることができるようにする。

「書くこと」「読むこと」において、論理的に
考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし、自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しむ姿勢をもち、我が国
の文化の担い手として、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養う。

『現代の国語』筑摩書房

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたり必要な国語の知識や技能を身につける、

考察力・共感力・想像力を伸ばし、自らの思いを他者に的確に発信する能力を育てる。

読書に親しみ自己を向上させ、自国文化の担い手として社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

前半

　★内容や構成、論理の展開などに

    ついて叙述を基に的確に捉え、

    要旨や要点を把握する。

　★文章の精読を通して多角的な視

    点と豊かな心を育む。

　★常用漢字の習得

　

  『ことばとは何か』　内田樹

  『デジタル社会』　黒崎政男

　　　評論読解のポイント

　『羅生門』　芥川龍之介
○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 13

後半

　★内容や構成、論理の展開などに

    ついて叙述を基に的確に捉え、

    要旨や要点を把握する。

　★実社会の中から適切な話題を決

　　め、様々な観点から情報を収

    集、整理して、伝え合う内容を

    検討すること。

　★常用漢字の習得

　

　『開かれた文化』　岡真理

  『ことばがつくる女と男』

　　　　　　　　　　中村桃子

　『贈り物と商品の違い』

　　　　　　　　　　松村圭一郎

　「要約作成のポイント」

　「質問する力」を育てよう

　　　　　　　　　便覧・端末の活

○ ○ 13

2

○ 15

15

2

定期考査 ○ ○

○

○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○ ○ ○

前半

　★文章や図表に含まれている情報

    を的確に読み取り、筆者の意図

    を解釈し、自己の考えを深め

    る。

　★話し合いの目的、種類、状況に

    応じて、表現や話し合いの仕方

    や結論の出し方工夫すること。　

　★常用漢字の習得

　『私時代のデモクラシー』宇野重

規

　『魔術化する科学技術』　清岡卓

行　

　「ビブリオバトルに挑戦しよう」

　　　

　　　　　　　便覧・端末の活用

○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○ ○

○ ○

後半

　★内容や構成、論理の展開などに

    ついて叙述を基に的確に捉え、

    要旨や要点を把握する。

　★文章の精読を通して多角的な視

    点と豊かな心を育む。

　★常用漢字の習得

　『マルジャーナの知恵』　岩井克

人

　『記憶する体』　伊藤亜紗

○『夢十夜』　夏目漱石

　　　

　　　　　　　便覧・端末の活用

○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

○ ○

２
学
期

定期考査

　★内容や構成、論理の展開などに

    ついて叙述を基に的確に捉え、

    要旨や要点を把握する。

　★文章や図表に含まれている情報

    を的確に読み取り、筆者の意図

    を解釈し、自己の考えを深め

    る。　

　★実社会の中から適切な話題を決　

　　　

　　め、様々な観点から情報を収

    集、整理して、伝え合う内容を

    検討すること。

　★文章の精読を通して多角的な視

　『主体とう物語』　小坂井敏晶

○『城の崎にて』　志賀直哉

　『名づけと所有』　西谷修

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

○ ○

３
学
期

○ ○

○ 8

○ ○ 9○

○ ○ ○

○



78

○ ○ 1定期考査

合計



年間授業計画　

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

Ｂ★漢文に親しむ

　★漢文の句形の習得

　○古典文学から現代文学への

　　つながりを知る

　漢詩

　『論語』

〇杜甫と安史の乱　

○講師と諸子百家

　　　

　　　　　　　便覧・端末の活用

22

○ ○ ○

○ ○ ○

14

24

Ａ★和歌に触れ、心を感じる

　★旅・紀行文から人生を見る

　★敬語・助詞の習得

  ○旅文学から人生を見る

　『土佐日記』

　『更級日記』

　『万葉集・古今和歌集

　　　　　　・新古今和歌集』

　　　便覧・端末の活用

○ ○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

2

合計

117

○

領域
評価規準 知

2

20

20

○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。
○ ○

配当
時数

態

言語文化 3

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

○ ○

言語文化国語

３
学
期

○

○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

○

○ ○

○

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しむ姿勢をもち、我が国
の文化の担い手として、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養う。

言語文化

１
学
期

Ａ★古文に親しむ

　★用言・助動詞の習得

　○古典文学から現代文学への

　　つながりを知る。

　『宇治拾遺物語』

　『今昔物語』

　『徒然草』

　　　

　　　　　　　便覧・端末の活用

　『推敲』『蛇足』

　『借虎威』『完璧』

　『先従隗始』『鶏鳴狗盗』

　『臥薪嘗胆』

　　

　　　　　　　便覧・端末の活用

○

○

○

２
学
期

○○

Ａ★平安文化に触れる

　★助動詞・敬語の習得

　『枕草子』

　『伊勢物語』

　『源氏物語への招待』

　　

　　　　　　　便覧・端末の活用

○

○

○

○

Ｂ★漢文に親しむ

　★漢語の基本構造を知る

○ ○

定期考査

12

定期考査 ○ ○ 1

Ｂ★漢文から当時の社会を見る

　★漢詩に触れ、心を感じる。

　★漢文の句形の習得

　『雑説』

　『黔之驢』

　『人面桃花』

〇物語の書き出し

　　　便覧、端末の活用

○ ○ ○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。
○

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

○ ○

○ ○

生涯にわたり必要な国語の知識や技能を身につ
けるとともに、我が国の言語文化に対して興味
関心を持ち、理解を深めることができるように
する。

古典作品、文学的作品において、論理的に考え
る力や深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばし、自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。

『言語文化』大修館書店

国語

考察力・共感力・想像力を伸ばし、自らの思いを他者に的確に発信する能力を育てる。

読書に親しみ自己を向上させ、自国文化の担い手として社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたり必要な国語の知識や技能を身につける。

国語



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身につける。

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の
形成に貢献できる資質と能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史に関する理解を深め、諸資料から歴史に関する情報を読み
取り、活用する能力を身につける。

近現代の歴史に関わる諸事象について、世界と
その中の日本を広く相互的な視野から捉えて、
諸課題を考察する歴史的思考力を培う。

東京書籍　詳解歴史総合

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に向けて構想し、表現、
議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 25

配当
時数

１
学
期

歴史の扉

【知識及び技能】

18世紀の東アジア世界に関する理解を深め、諸資料から歴史

に関する情報を読み取り、活用する能力を身につける。　

【思考力、判断力、表現力等】　

18世紀の東アジア世界に関わる諸事象について、世界とその

中の日本を広く相互的な視野から捉えて、諸課題を考察する

歴史的思考力を培う。

【学びに向かう力、人間性等】

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の形成に貢献できる資質と能

力を養う。

東アジアにおける前近代の歴史 【知識・技能】

講義や探究活動を通して、18世紀の東アジア世

界について理解している。また、資料を読み解

き活用する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】　

18世紀の東アジア世界に対して問題意識を持ち

、時期や年代、推移、比較、相互関連などに着

目して多面的に考察し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

18世紀の東アジア世界に関して、主体的に問い

を立てて探究しようとしている。

○ ○ ○ 2

近代化と私たち

【知識及び技能】

近代化に関する理解を深め、諸資料から歴史に関する情報を読み取り、活用する

能力を身につける。　

【思考力、判断力、表現力等】　

近代化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉

えて、諸課題を考察する歴史的思考力を培う。

【学びに向かう力、人間性等】

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国

家及び社会の形成に貢献できる資質と能力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】

講義や探究活動を通して、近代化が覆う世界情

勢について理解している。また、資料を読み解

き活用する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】　

近代化に対して問題意識を持ち、時期や年代、

推移、比較、相互関連などに着目して多面的に

考察し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

近代化が覆う世界情勢に関して、主体的に問い

を立てて探究しようとしている。

○ 17

定期考査

○ 31

定期考査
○ ○ 1

〇 〇

1

合計

78

1

３
学
期

グローバル化と私たち

【知識及び技能】

グローバル化に関する理解を深め、諸資料から歴史に関する

情報を読み取り、活用する能力を身につける。　

【思考力、判断力、表現力等】　

グローバル化に関わる諸事象について、世界とその中の日本

を広く相互的な視野から捉えて、諸課題を考察する歴史的思

考力を培う。

【学びに向かう力、人間性等】

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の形成に貢献できる資質と能

力を養う。

(1) グローバル化への問い

(2) 冷戦と世界経済

(3) 世界秩序の変容と日本

(4) 現代的な諸課題の形成と展望

【知識・技能】

講義や探究活動を通して、グローバル化に伴う

世界情勢について理解している。また、資料を

読み解き活用する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】　

グローバル化に対して問題意識を持ち、時期や

年代、推移、比較、相互関連などに着目して多

面的に考察し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

グローバル化に伴う世界情勢に関して、主体的

に問いを立てて探究しようとしている。

○ ○

２
学
期

国際秩序の変化や大衆化と私たち

【知識及び技能】

国際秩序の変化や大衆化に関する理解を深め、諸資料から歴

史に関する情報を読み取り、活用する能力を身につける。　

【思考力、判断力、表現力等】　

国際秩序の変化や大衆化に関わる諸事象について、世界とそ

の中の日本を広く相互的な視野から捉えて、諸課題を考察す

る歴史的思考力を培う。

【学びに向かう力、人間性等】

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の形成に貢献できる資質と能

力を養う。

(1) 

国際秩序の変化や大衆化と私たち

(2) 第一次世界大戦と大衆社会

(3) 経済危機と第二次世界大戦

(4) 

国際秩序の変化や大衆化と現代的な

諸課題

【知識・技能】

講義や探究活動を通して、国際秩序の変化や大

衆化について理解している。また、資料を読み

解き活用する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】　

国際秩序の変化や大衆化に対して問題意識を持

ち、時期や年代、推移、比較、相互関連などに

着目して多面的に考察し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

国際秩序の変化や大衆化に関して、主体的に問

いを立てて探究しようとしている。

○ ○

定期考査
○ ○

(1) 近代化への問い

(2) 結びつく世界と日本の開国

(3) 国民国家と明治維新

(4) 近代化と現代的な諸課題



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第２編　国際理解と国際協力

第１章　人々の生活文化と多様な地

理的環境

【知識及び技能】

自然環境や世界の産業、言語、宗教

、民族などに関する知識を身につけ

、理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

自然環境や世界の産業、言語、宗教

、民族などに関する分布の特徴など

を、歴史的背景を考察しながら考察

し、まとめる。

【学びに向かう力、人間性等】

自然環境や世界の産業、言語、宗教

・生活文化と社会環境①産業

・生活文化と社会環境②宗教・民

族

【知識・技能】

自然環境や世界の産業、言語、宗教、民族な

どに関する知識を身につけ、理解している。

【思考・判断・表現】　

自然環境や世界の産業、言語、宗教、民族な

どに関する分布の特徴などを、歴史的背景を

考察しながら考察し、まとめることができる

。

【主体的に学習に取り組む態度】

自然環境や世界の産業、言語、宗教、民族な

どに興味・関心をもって主体的に探究するこ

とができる。

○ ○

・生活文化の多様性と国際理解

・生活文化と自然環境①地形

・生活文化と自然環境②気候

○

【知識・技能】

自然環境や世界の産業、言語、宗教、民族な

どに関する知識を身につけ、理解している。

【思考・判断・表現】　

自然環境や世界の産業、言語、宗教、民族な

どに関する分布の特徴などを、歴史的背景を

考察しながら考察し、まとめることができる

。

【主体的に学習に取り組む態度】

自然環境や世界の産業、言語、宗教、民族な

どに興味・関心をもって主体的に探究するこ

とができる。

定期考査 ○ ○

○ 15

第２編　国際理解と国際協力

第２章　さまざまな地球的課題と国

際協力

・地球環境問題

・資源・エネルギー問題

・人口問題

【知識・技能】

世界各地で見られる地球的課題に関する知識

を身につけ、理解することができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○ ○定期考査

１
学
期

第１編　地図や地理情報システムで

とらえる現代世界

第１章　地図と地理情報システム

第２章　資料から読み取る現代世界

【知識及び技能】

さまざまな地図に関する基本的な知

識を身につけ、地図や地理情報シス

テムなどを用いて、地理空間情報の

役割や有用性について理解し、地図

化することができるようにする。ま

た、国家の領域に関する知識を身に

つけ、海洋の役割、領土問題につい

て理解している。日本の位置と領域

、領土問題について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

さまざまな地図や地理情報システム

の特性を理解し、使用目的に応じて

適切に表現している。また、日本の

位置と領域について世界的視野から

捉え、日本の領域をめぐる問題を考

察し、まとめる。

【学びに向かう力、人間性等】

・地理情報と地図

・国家の領域と領土問題

・国内や国家間の結びつき

・日常生活のさまざまな地図

【知識・技能】

さまざまな地図に関する基本的な知識を身に

つけ、地図や地理情報システムなどを用いて

、地理空間情報の役割や有用性について理解

し、地図化することができる。また、国家の

領域に関する知識を身につけ、海洋の役割、

領土問題について理解している。日本の位置

と領域、領土問題について理解している。

【思考・判断・表現】　

さまざまな地図や地理情報システムの特性を

理解し、使用目的に応じて適切に表現してい

る。また、日本の位置と領域について世界的

視野から捉え、日本の領域をめぐる問題を考

察し、まとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

地図や地球儀ソフトを用いた作業学習に積極

的に取り組み、自ら課題を設定して完成させ

ている。地域や国家間の結びつき、日本の領

域に関する諸問題について、興味・関心をも

って主体的に探究することができる。

○ ○ ○ 11

第２編　国際理解と国際協力

第１章　人々の生活文化と多様な地

理的環境

【知識及び技能】

自然環境や世界の産業、言語、宗教

、民族などに関する知識を身につけ

、理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

自然環境や世界の産業、言語、宗教

、民族などに関する分布の特徴など

を、歴史的背景を考察しながら考察

し、まとめる。

【学びに向かう力、人間性等】

自然環境や世界の産業、言語、宗教

○ 1

地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理総合（東京書籍）、新詳高等地図（帝国書院）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に
向けて構想し、表現、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

（A～D組：石上　春城）

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

○ 15

配当
時数

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の国土に対
する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊
重しようとすることの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化
の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組
などを理解するとともに、地図や地理情報シス
テムなどを用いて、調査や諸資料から地理に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と
の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域な
どに着目して、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、 
地理的な課題の解決に向けて構想したりする力
や、考察、構想したことを効果的に説明したり
、それらを基に議論したりする力を養う。

○ ○

２
学
期

○ 1

定期考査 ○ ○



第３編　持続可能な地域づくりと私

たち

第１章　自然環境と防災

第２章　生活圏の調査と地域の展望

【知識及び技能】

世界で見られる自然災害や生活圏で

見られる自然災害に関する知識を身

につけ、理解する。

【思考・判断・表現】　

地域性を踏まえた防災について、自

然災害への備えや対応などを多面的

・多角的に考察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

世界で見られる自然災害や生活圏で

【知識・技能】

世界で見られる自然災害や生活圏で見られる

自然災害に関する知識を身につけ、理解する

ことができる。

【思考・判断・表現】　

地域性を踏まえた防災について、自然災害へ

の備えや対応など分析・考察し、まとめるこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

世界で見られる自然災害や生活圏で見られる

自然災害及び防災を自らの問題として捉え、

主体的に探究することができる。

○ ○

○

○ 10

定期考査

際協力

【知識及び技能】

世界各地で見られる地球的課題に関

する知識を身につけ、理解する。

【思考・判断・表現】　

世界各地で見られる地球的課題の現

状や要因、解決の方向性などを多面

的・多角的に考察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

世界各地で見られる地球的課題を自

・人口問題

・食料問題

を身につけ、理解することができる。

【思考・判断・表現】　

世界各地で見られる地球的課題の現状や要因

、解決の方向性などを捉え、分析・考察し、

まとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

世界各地で見られる地球的課題を自らの問題

として捉え、主体的に探究することができる

。

○ ○ ○ 15

○ ○ ○

1

合計

78

第２編　国際理解と国際協力

第２章　さまざまな地球的課題と国

際協力

【知識及び技能】

世界各地で見られる地球的課題に関

する知識を身につけ、理解する。

【思考・判断・表現】　

世界各地で見られる地球的課題の現

状や要因、解決の方向性などを多面

的・多角的に考察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

世界各地で見られる地球的課題を自

・居住・都市問題

・民族問題・紛争と平和の構築

・持続可能な社会の実現をめざし

て

【知識・技能】

世界各地で見られる地球的課題に関する知識

を身につけ、理解することができる。

【思考・判断・表現】　

世界各地で見られる地球的課題の現状や要因

、解決の方向性などを捉え、分析・考察し、

まとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

世界各地で見られる地球的課題を自らの問題

として捉え、主体的に探究することができる

。

○ ○ 7

３
学
期

定期考査 ○ ○ ○ 1



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 3

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

教科担当者：（A組：天白　内藤　吉田）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

定期考査

数学 数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

図形と方程式，複素数と方程式，三角関数,指数
関数と対数関数の考えについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

座標平面上の図形について構成要素間の関係に
着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的
確に表現したり，図形の性質を論理的に考察し
たりする力，関数関係に着目し，事象を的確に
表現してその特徴を数学的に考察する力に着目
し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過
程や結果を振り返って統合的・発展的に考察し
たりする力を養う。

数研出版　数学Ⅰ

数学

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

（B組：天白　内藤　吉田）（C組：天白　内藤　富澤）（D組：天白　内藤　富澤）

複素数と方程式, 
図形と方程式，三角関数,指数関数と対数関数の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟
を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用
する態度を育てる。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

思 態

数学 数学Ⅰ

配当
時数

11

○ ○

複素数と方程式

方程式についての理解を深め，数の

範囲を複素数まで拡張して2次方程

式を解くこと及び因数分解を利用し

て高次方程式を解くことができるよ

うにする。

複素数（1）

2次方程式の解と判別式（2）

解と係数の関係（3）

剰余の定理と因数定理（3）

高次方程式（2）

【知識・技能】

○複素数の表記を理解し，複素数，複素数の相等の定義を理

解している。

○複素数の四則計算ができる。

○負の数の平方根を理解し，それらを含む式の計算を，i 

を用いて処理することができる。

○解と係数の関係を使って，対称式の値や2次

方程式の係数を求めることができる。

○和と積が与えられた2数を，2次方程式を解くことにより求

めることができる。

○剰余の定理を利用することができる。

○P(k)=0 である k 

の値の求め方を理解し，高次式を因数分解できる。

○因数分解や因数定理を利用することにより，高次方程式を

解くことができる。

○高次方程式の既知の解から，方程式の係数を決定すること

ができる。

○高次方程式の虚数解から，方程式の係数を決定することが

できる。

【思考・判断・表現】　

○有理数から実数へ数の範囲を拡張する必要性を理解し，複

素数を考察することができる。

○複素数の範囲で，負の数の平方根を考察することができる

。

○2次方程式の解について，実際に解を求めずに，判別式で

解の種類を判別することができることを理解している。

○異なる2つの実数α，βが正の数，負の数，異符号である

ことを，同値な式で表現できる。

○2次方程式の解の符号に関する問題を，解と係数の関係を

利用して考察することができる。

○多項式 P(x)が x-k 

で割り切れることを式で表現することができる。

○高次方程式を，1次・2次方程式に帰着して考察することが

できる。

○高次方程式が解 α 

をもつことを，式で表現することができる。

○「方程式が虚数 α を解にもてば α ̅  

も解である」ことの証明に，共役な複素数の性質がどのよう

に使われるかを考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○方程式が常に解をもつように考えられた複素数に興味・関

心を示し，考察しようとする。

○2次方程式の解が虚数になる場合もあることに興味を示し

，2次方程式の解を考察しようとする。

○2次方程式の解に関する種々の問題を，解と係数の関係を

利用して考察しようとする。

○2次式を複素数の範囲で因数分解することに興味をもち，

問題に取り組もうとする。

○○○



１
学
期

21

図形と式

座標や式を用いて，直線の性質や関

係を数学的に表現し，その有用性を

認識するとともに，事象の考察に活

用できるようにする。

直線上の点（1）

平面上の点（2）

直線の方程式（４）

2直線の関係（６）

円の方程式（３）

円と直線（3）

2つの円（2）

【知識・技能】

○距離の公式を利用して，図形の性質を証明できる。

○与えられた条件を満たす直線の方程式の求め方を理解して

いる。

○2直線の平行・垂直条件を理解していて，それを利用でき

る。

○連立方程式の実数解の個数と，2直線の共有点の個数の関

係を理解している。

○kF(x,y)+G(x,y)=0 

の形を利用して，直線の方程式を求めることができる。

○点と直線の距離の公式を理解していて，それを利用できる

。

○与えられた条件を満たす円の方程式の求め方を理解してい

る。

○x，yの2次方程式を変形して，その方程式が表す図形を調

べることができる。

○3点を通る円の方程式を求めることができる。

○円と直線の共有点の座標を求めることができる。

○円の接線の公式を理解していて，それを利用できる。

○円外の点から引いた接線の方程式を求めることができる。

○2つの円の位置関係を調べることができる。

○kF(x,y)+G(x,y)=0 

の形を利用して，円の方程式を求めることができる。

【思考・判断・表現】　

○1点を通る直線の方程式から，異なる2点を通る直線の方程

式に拡張して考察することができる。

○連立方程式の解の状況を，2直線の位置関係から考察する

ことができる。

○2直線の交点を通る直線を，方程式を用いて考察すること

ができる。

○円の方程式がx，yの2次方程式で表されることを理解し，x

，yの2次方程式が，常に円を表すとは限らないことを考察し

ようとする。

○3点を通る円と，この3点を頂点とする三角形との関係を考

察することができる。

○円と直線の共有点の個数を，2次方程式の実数解の個数で

考察することができる。

○円の中心から直線までの距離と円の半径の大小関係を代数

的に処理することで，円と直線の位置関係を考察することが

できる。

○直線が円によって切り取られてできる線分の長さを，円の

中心と直線の距離を用いて考察することができる。

○2つの円の位置関係を，2円の中心間の距離と半径の関係で

考察することができる。

○2つの円の交点の座標や，交点を通る円について，2つの円

の方程式を適切に変形して考察することができる。

○平面上の点の軌跡を，座標平面を利用して考察することが

できる。

○軌跡を求めるには，逆についても調べる必要があることを

理解している。

○点が満たす条件から得られた方程式を，図形として考察す

ることができる。

○変数x，yについての不等式を満たす点（x，y）全体の集合

がどのような図形であるかを考察することができる。

○条件の真理集合を考えることにより，命題の真偽を真理集

合の包含関係として考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○点が満たす条件から得られた方程式がどのような図形を表

しているかを考察しようとする。

○線形計画法では，条件として与えられた不等式の表す領域

を図示することにより，鮮やかに最大値・最小値を求めるこ

とができることに興味・関心をもつ。

○不等式を含む命題を，不等式の表す領域を用いて証明する

ことに興味・関心をもつ。

○放物線を境界線とする領域に関心をもち，考察しようとす

る。

【知識・技能】

○距離の公式を利用して，図形の性質を証明できる。

○与えられた条件を満たす直線の方程式の求め方を理解して

いる。

○2直線の平行・垂直条件を理解していて，それを利用でき

る。

〇 〇 〇



定期考査

三角関数

角の概念を一般角まで拡張して，三

角関数に関する様々な性質や式とグ

ラフの関係について多面的に考察で

きるようにする。 

○連立方程式の実数解の個数と，2直線の共有点の個数の関

係を理解している。

○kF(x,y)+G(x,y)=0 

の形を利用して，直線の方程式を求めることができる。

○点と直線の距離の公式を理解していて，それを利用できる

。

○与えられた条件を満たす円の方程式の求め方を理解してい

る。

○x，yの2次方程式を変形して，その方程式が表す図形を調

べることができる。

○3点を通る円の方程式を求めることができる。

○円と直線の共有点の座標を求めることができる。

○円の接線の公式を理解していて，それを利用できる。

○円外の点から引いた接線の方程式を求めることができる。

○2つの円の位置関係を調べることができる。

○kF(x,y)+G(x,y)=0 

の形を利用して，円の方程式を求めることができる。

【思考・判断・表現】　

○1点を通る直線の方程式から，異なる2点を通る直線の方程

式に拡張して考察することができる。

○連立方程式の解の状況を，2直線の位置関係から考察する

ことができる。

○2直線の交点を通る直線を，方程式を用いて考察すること

ができる。

○円の方程式がx，yの2次方程式で表されることを理解し，x

，yの2次方程式が，常に円を表すとは限らないことを考察し

ようとする。

○3点を通る円と，この3点を頂点とする三角形との関係を考

察することができる。

○円と直線の共有点の個数を，2次方程式の実数解の個数で

考察することができる。

○円の中心から直線までの距離と円の半径の大小関係を代数

的に処理することで，円と直線の位置関係を考察することが

できる。

○直線が円によって切り取られてできる線分の長さを，円の

中心と直線の距離を用いて考察することができる。

○2つの円の位置関係を，2円の中心間の距離と半径の関係で

考察することができる。

○2つの円の交点の座標や，交点を通る円について，2つの円

の方程式を適切に変形して考察することができる。

○ ○

一般角と弧度法（2）

三角関数（2）

三角関数の性質（4）

三角関数のグラフ（5）

三角関数の応用（5）

【知識・技能】

○弧度法の定義を理解し，度数法と弧度法の換算がで

きる。

○扇形の弧の長さと面積の公式を理解している。

○弧度法で表された角の三角関数の値を，三角関数の

定義によって求めることができる。

○－θやθ±πなどの公式を理解し，それらを用いて



２
学
期

16

○ ○

18
〇 〇 〇

定期考査
○ ○

〇 〇 〇

三角関数

角の概念を一般角まで拡張して，三

角関数に関する様々な性質や式とグ

ラフの関係について多面的に考察で

きるようにする。 

加法定理（4）

加法定理の応用（5）

三角関数の合成（6）

【知識・技能】

○y=sin(kθ+α)  

の形の関数の式を適切に変形して，グラフや周期を考

察することができる。

○角がθ＋αの形をしている三角関数を含む方程式・

不等式の解き方を理解している。

○加法定理を利用して，種々の三角関数の値を求める

ことができる。

○正接の加法定理を利用して，2直線のなす角の鋭角

を求めることができる。

○2倍角，半角の公式を利用して，三角関数の値を求

めることができる。

○2倍角の公式を利用することができる。

○asinθ+bcosθ を rsin(θ+α)  

の形に変形する方法（三角関数の合成）を理解してい

る。

○x の関数 y=asinx+bcosx 

の式を変形して，関数の最大値・最小値を求めること

ができる。

○asinθ+bcosθ を rsin(θ+α)  

の形に変形する方法（三角関数の合成）を理解してい

る。

○x の関数 y=asinx+bcosx 

の式を変形して，関数の最大値・最小値を求めること

ができる。

【思考・判断・表現】　

○三角関数を含む方程式・不等式を解く際に，単位円

やグラフを図示して考察することができる。

○変数をおき換えることで，三角関数を含む関数の最

大値・最小値を考察することができる。

○角を弧度法で表した場合にも，加法定理が適用でき

る。

○正接の定義と加法定理を利用して，2直線のなす角

を考察することができる。

○asinθ+bcosθ 

の変形にあたり，同じ周期をもつ2つの関数の合成で

あることを理解している。

○asinθ+bcosθ 

の変形にあたり，同じ周期をもつ2つの関数の合成で

定期考査

三角関数の値を求めることができる。

○三角関数の性質とグラフの特徴を相互に理解してい

る。

○いろいろな三角関数のグラフのかき方と周期の求め

方を理解している。

○y=sin(kθ+α)  

の形の関数の式を適切に変形して，グラフや周期を考

察することができる。

○角がθ＋αの形をしている三角関数を含む方程式・

不等式の解き方を理解している。

○加法定理を利用して，種々の三角関数の値を求める

ことができる。

○正接の加法定理を利用して，2直線のなす角の鋭角

を求めることができる。

○2倍角，半角の公式を利用して，三角関数の値を求

めることができる。

○2倍角の公式を利用することができる。

【思考・判断・表現】　

○弧の長さで角を図る方法として，弧度法を考察する

ことができる。

○単位円周上の点の動きから，三角関数のグラフを考

察することができる。

○三角関数の性質を，グラフの特徴とともに考察する

ことができる。

○三角関数を含む方程式・不等式を解く際に，単位円

やグラフを図示して考察することができる。

○変数をおき換えることで，三角関数を含む関数の最

大値・最小値を考察することができる。

○角を弧度法で表した場合にも，加法定理が適用でき

る。

○正接の定義と加法定理を利用して，2直線のなす角

を考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○y=sinθ と y=cosθ 

のグラフが同じ形の曲線であることに興味，関心をも

つ。

○周期関数に興味をもち，その性質を調べようとする

。



定期考査
○ ○



３
学
期

〇

指数の拡張

指数関数（1.5）

対数とその性質（2）

対数関数（3）

常用対数（2）

指数関数と対数関数

指数関数，対数関数について理解し

，それらを事象の考察に活用できる

ようにする。

【知識・技能】

○指数が整数，有理数の場合の累乗の定義を理解し，

累乗の計算や，指数法則を用いた計算をすることがで

きる。

○累乗根の定義を理解し，累乗根の計算ができる。

○指数関数，対数関数のグラフの概形，特徴を理解し

ている。

○底と1の大小に注意して，指数関数を含む方程式・

不等式を解くことができる。

○a^x>0 

に注意して，おき換えによって指数方程式・不等式を

解くことができる。

○指数と対数とを相互に書き換えることができる。

○対数の定義を理解し，対数の値を求めることができ

る。

○対数の性質に基づいた種々の対数の値の計算や，等

式の証明の方法がわかる。

○底と1の大小に注意して，対数関数を含む方程式・

不等式を解くことができる。

○おき換えによって関数の最大・最小問題を解くこと

ができる。

○正の数を a×〖10〗^n  

の形に表現して，対数の値を求めることができる。

○常用対数の定義を理解し，それに基づいて種々の問

題などを解くことができる。

【思考・判断・表現】　

○累乗根をグラフによって考察することができる。

○指数が整数の場合だけではなく，無理数の場合まで

拡張して，累乗の定義を理解している。

○指数関数の増減によって，大小関係や不等式・方程

式を考察することができる。

○指数法則から，対数の性質を考察することができる

。

○対数と指数の関係から，両者のグラフが互いに直線 

 y=x に関して対称であるという見方ができる。

○対数関数の増減によって，大小関係や方程式・不等

式を考察することができる。

○真数が正であることに着目し，対数の性質を適切に

利用して問題を解決することができる。 

○非常に大きな数や小さな数の取り扱いが楽になる常

用対数の有用性を考察することができる。

○底の変換公式を用いることによって，どの対数も常

用対数で表現することができる。

○桁数や小数首位が第n位の数を，不等式で表現する

ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○指数法則が成り立つようにするには，0乗，負の整

数乗，分数乗をどのように定義すればよいかと調べよ

うとする。

○負の数のn乗根に興味を示し，具体的に理解しよう

とする。

○指数関数のグラフの概形を，点をプロットしてかこ

うとする意欲がある。

○指数と対数との相互関係に興味・関心をもつ。

○やや複雑な対数方程式，対数不等式に積極的に取り

組もうとする。

○桁数や小数首位の問題を一般的に考察しようとする

。

合計

90

24
〇 〇

定期考査 ○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

集合と命題、場合の数と確率、データの分析、数列について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数
学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにす
るとともに，それらを活用する態度を育てる。

○定期考査 ○

配当
時数

○ ○ ○

恒等式（4）

等式の証明（4）

不等式の証明（4）

【知識・技能】

○恒等式の性質を理解し，恒等式となるように係数を決定することができ

る。

○分数式の恒等式について，分母を払った等式が恒等式であることを利用

できる。

○2つ以上の文字に関する恒等式の係数を決定することができる。

○等式を証明することができる。

○不等式を証明することができる。

【思考・判断・表現】　

○1文字の恒等式の知識をもとに，2つ以上の文字に関する恒等式について

考察することができる。

○与えられた条件式の利用方法を考察することができ，適した方法を用い

ることによって等式を証明することができる。

○不等式A ＞B を証明するにはA－B ＞0 

を示せばよいと考察することができ，そのことを用いて不等式を証明する

ことができる。

○不等式の証明で，等号が成り立つ場合について考察できる。

○不等式の証明に実数の平方の性質を利用できるように，式変形を考察す

ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○恒等式の係数を決定する際に，係数比較法と数値代入法とを，比較して

考察しようとする。

○等式，不等式の証明を通して，数学の論証に興味・関心をもつ。

○相加平均・相乗平均の大小関係の有用性に，興味・関心をもつ。

○ ○

定期考査
○ ○

１
学
期

集合と命題 【知識・技能】

○命題の真偽，反例の意味を理解し，集合の包含関係や反例を調べること

で，命題の真偽を決定することができる。

○必要条件，十分条件，必要十分条件，同値の定義を理解している。

○条件の否定，ド・モルガンの法則を理解しており，複雑な条件の否定が

求められる。

○命題の逆・対偶・裏の定義と意味を理解しており，それらの真偽を調べ

ることができる。

○対偶による証明法や背理法のしくみを理解している。

○〖 (a+b)〗^n  

の展開式からパスカルの三角形を導き，パスカルの三角形の性質を理解す

る。

○二項定理の導き方を理解し，二項定理を利用して，展開式やその項の係

数を求めることができる。

○二項定理を3項の場合に適用することで，展開式の係数を求めることがで

きる。

【思考・判断・表現】

○命題の真偽を，集合の包含関係に結び付けて捉えることによって考察す

ることができる。

○命題が偽であることを示すには，反例を1つあげればよいことが理解でき

ている。　

○命題の条件や結論に着目し，命題に応じて対偶の利用や背理法の利用を

適切に判断することで，命題を証明することができる。

○二項定理とパスカルの三角形を結び付けて考察することができる。

○二項定理を等式の証明に活用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○命題と条件の違いや，命題と集合との関係について，積極的に理解しよ

うとする。

○条件を満たすものの集合の包含関係が，命題の真偽に関連していること

に着目し，命題について調べようとする態度がある。

○命題の逆・裏・対偶の関係が条件を満たす集合の関係に対応しているこ

とに着目し，これらについて考察しようとする。

○直接証明法では難しい命題も，対偶を用いた証明法や背理法を用いると

鮮やかに証明できることに興味・関心をもち，実際に証明しようとする。

○パスカルの三角形の対称性やそこに現れる数の並び，およびそれらと二

項係数の関係に興味をもって調べようとする。

○〖 (a+b+c)〗^n  を展開したときの

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

式と証明

数の範囲や式の性質に着目し，等式や

不等式が成り立つことを証明できるよ

うにする。

○

8

12

命題と条件（3）

命題と証明（3）

二項定理（2）

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学科 数学Ａ
数学科 数学Ａ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

集合と命題、場合の数と確率、データの分析、数列に
ついての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，数学と人間の活動の関係について認識を
深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性
質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数
学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造
を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数研出版　数学Ａ

数学科

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】



14

12

○

○ ○

【知識・技能】

○試行の結果の事象を集合として表すことができる。

○確率，積事象，和事象，独立な試行，反復試行，期待値の定義を理解し

，確率の求め方がわかる。

○試行が独立か，独立でないかを判断できる。

○複雑な独立試行の確率を，公式や加法定理などを用いて求めることがで

きる。

○条件付き確率の式から確率の乗法定理の等式を導くことができる。

○乗法定理を用いて2つの事象がともに起こる確率が求められる。

○条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確率の計算ができる。

○確率の性質などに基づいて期待値を求めることができる。

【思考・判断・表現】　

○試行の結果を事象として捉え，事象を集合と結びつけて考察することが

できる。

○不確定な事象を，同様に確からしいという概念をもとに，数量的に捉え

ることができる。

○集合の性質を用いて，確率の性質を一般的に考察することができる。

○2つの独立な試行を行うとき，その結果として起こる事象の確率について

考察することができる。

○3つ以上の独立な試行を行うとき，その結果として起こる事象の確率につ

いて考察することができる。

○既習の確率の知識を利用して，反復試行の確率について考察することが

できる。

○原因の確率について，条件付き確率を利用して求める方法を考察するこ

とができる。

○結果が不確実な状況下において，どの選択が有理かを判断する基準とし

て，期待値の考えを用いて考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○くじを引くことを何回も繰り返す実験などを通して，統計的確率と数学

的確率の違いに興味・関心をもつ。

○加法定理などを利用して，複雑な事象の確率を意欲的に求めようとする

。

○身近な事柄において，確率の考え方を活用して考察しようとする。

○条件付き確率や確率の乗法定理の考えに興味・関心をもち，積極的に活

用しようとする。

○身近な事柄において，条件付き確率の考え方を活用して考察しようとす

る。

定期考査
○ ○

場合の数（1）

順列（1.5）

円順列・重複順列（1.5）

組合せ（2）

事象と確率（2）

確率の基本性質（2）

独立な試行の確率（2）

反復試行の確率（2）

条件付き確率（2）

期待値（2）

データの代表値（1）

データの散らばりと四分位範囲（1）

分散と標準偏差（2）

2つの変量の間の関係（2）

仮説検定の考え方（2）

○ ○ ○

【知識・技能】

○和の法則と積の法則，順列，組合せの用語，記号，公式の利用場面を理

解している。

○順列に条件が付く場合に，条件の処理の仕方を理解している。

○順列の問題で，重複して数えないための処理ができる。

○円順列，重複順列の並べ方の総数を求めることができる。

○組合せに条件が付く場合に，条件の処理の仕方を理解している。

【思考・判断・表現】　

○既知の順列の総数をもとにして，場合の数を数える適切な方針を考察す

ることができる。

○特殊な条件が付く順列を，見方を変えたり別なものに対応させたりして

処理することができる。

○具体的な問題に対して，どのような場合に，円順列，重複順列の考え方

が適用できるかを判断し，それらの公式を使って問題を解決することがで

きる。

○特殊な条件が付く組合せを，味方を変えたり別なものに対応させたりし

て処理することができる。

○同じものを含む順列を，組合せで考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○1つの原則を決めて，樹形図などを利用して，もれなく重複することなく

数えようとする。

○自然数の正の約数の個数を数えること，式の展開を用いて約数の和が求

められることに興味を示す。

○樹形図を利用して，積の法則から順列の総数を求める式を導こうとする

。

○順列と組合せ，順列，円順列，重複順列の違いに興味・関心をもつ。

○組合せの考え方を利用して図形の個数や同じものを含む順列の総数など

場合の数と確率

場合の数を求めるときの基本的な考え

方についての理解を深め，それらを事

象の考察に活用できるようにする。

数列

○数列やその一般項の表し方について

理解する。また，基本的な数列として

等差数列と等比数列を理解し，それら

の和を求められるようにする。また，

これらの数列を様々な事象の考察に役

立てようとする姿勢を養う。

【知識・技能】

○数列の定義，表記について理解している。

○数列に関する用語，記号を適切に用いることができる。

○等差数列の公差，一般項などを理解している。

○初項と公差を文字で表して，条件から数列の一般項を決定できる。

○等差数列の和の公式を適切に利用して，数列の和が求められる。

○自然数の和，奇数の和，偶数の和などが求められる。

○等比数列の公比，一般項などを理解している。

２
学
期

場合の数と確率

確率の意味や基本的な法則についての

理解を深め，それらを事象の考察に活

用できるようにする。

データの分析

データの散らばり具合や傾向を数値化

する方法を考察する力，目的に応じて

複数の種類のデータを収集し，適切な

統計量やグラフ，手法などを選択して

分析を行い，データの傾向を把握して

事象の特徴を表現する力，不確実な事

象の起こりやすさに着目し，主張の妥

当性について，実験などを通して判断

したり，批判的に考察したりする力な

どを養う。

定期考査

○ ○

数列と一般項（2）

等差数列（2）

等差数列の和（2）

等比数列（2）

等比数列の和（2）

和の記号Σ（3）



３
学
期

立てようとする姿勢を養う。

○和の記号Σの表し方や性質を理解し

，活用できるようにする。また，いろ

いろな数列について，その一般項や和

を求めたり，和から一般項を求めたり

できるようにする。

○数列の帰納的な定義について理解し

，漸化式から一般項が求められるよう

にするとともに，複雑な漸化式を既知

のものに帰着して考えられるようにす

る。また，数学的帰納法の仕組みを理

解し，様々な命題の証明に活用できる

ようにする。

○初項と公比を文字で表して，条件から数列の一般項を決定できる。

○等比数列の和の公式を，適切に利用して数列の和が求められる。

○等比数列の和の公式を利用して，和の値から数列の一般項を求めること

ができる。

○記号Σの意味と性質を理解し，数列の和が求められる。

○第k項をkの式で表して，初項から第n項までの和が求められる。

【思考・判断・表現】　

○数の並び方からその規則性を推定して，数列の一般項を考察できる。

○等差数列の項を書き並べて，隣接する項の関係が考察できる。

○等比数列の和を工夫して求める方法について考察できる。

○数列の和を記号Σで表して，和の計算を簡単に行うことができる。

○和Σrkについて，既に学んだ等比数列の和と捉えて求めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○数の並び方に興味をもち，その規則性を発見しようとする意欲がある。

○等差中項の性質に興味をもち，問題解決に取り組もうとする。

○等差数列の和を工夫して求める方法に興味をもち，等差数列の和の公式

を導こうとする意欲がある。

○等比中項の性質に興味をもち，問題解決に利用しようとする。

○等比数列の和を工夫して求める方法に興味をもち，等比数列の和の公式

を導こうとする意欲がある。

○ ○ ○

合計

59

定期考査

13



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

2編　2章　波

【知識及び技能】

・波についての観察，実験などを通して，波の性質，音と振動について理解

するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・波について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学

的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・波に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

を養う。

・波動現象

・波をグラフで表す

（横波、縦波、速さ、振動数、

周期、波長、変位などの物理量

の理解）

・波の重ね合わせ

・音波

【知識及び技能】

・観察，実験などを通して，波の性質，音と振動について理

解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身

に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】　

・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的に関わり，科学的に探究しようとしている。

２
学
期

1編　3章　力学的エネルギー

【知識及び技能】

・力学的エネルギーについての観察，実験などを通して，運動エネルギーと

位置エネルギー，力学的エネルギーの保存について理解するとともに，それ

らの観察，実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・力学的エネルギーについて，問題を見いだし見通しをもって観察，実験な

どを行い，科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・力学的エネルギーに関する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究し

ようとする態度を養う。

・仕事とエネルギー

・運動エネルギー、位置エネル

ギー、力学的エネルギー

【知識及び技能】

・観察，実験などを通して，運動エネルギーと位置エネルギ

ー，力学的エネルギーの保存について理解するとともに，そ

れらの観察，実験などに関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

・力学的エネルギーに関する事物・現象に主体的に関わり，

科学的に探究しようとしている。

○ ○

・さまざまな力

・力のつり合い

・運動の法則

・落下運動

2編　1章　熱

【知識及び技能】

・熱についての観察，実験などを通して，熱と温度，熱の利用について理解

するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・熱について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学

的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・熱に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

を養う。

・熱と温度

・熱膨張

・熱平衡

・物質の三態

・熱の利用

【知識及び技能】

・観察，実験などを通して，熱と温度，熱の利用について理

解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身

に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】　

・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的に関わり，科学的に探究しようとしている。

○

【知識・技能】

・観察，実験などを通して，さまざまな力，力のつり合い，

運動の法則，物体の落下運動について理解しているとともに

，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】　

・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど

，科学的に探究しようとしている。

定期考査

15

合計

78

配当
時数

１
学
期

1編　1章　運動の表し方

【知識及び技能】

・運動の表し方についての観察、実験などを通して、物理量の測定と扱い方

、運動の表し方、直線運動の加速度について理解するとともに、それらの観

察、実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・運動の表し方について、問題を見出し見通しをもって観察、実験などを行

い、科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・運動の表し方に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

・変位や速度・加速度などの基

本的な物理量の測定と扱い方

・合成速度、相対速度

・等速直線運動

・等加速度運動

【知識及び技能】

・観察、実験などを通して、物理量の測定と扱い方、運動の

表し方、直線運動の加速度について理解している。また、観

察、実験などに関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】　

・問題意識を持ち、見通しをもって観察、実験などを行い、

科学的に考察し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的に関わり、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 13

1編　2章　さまざまな力とそのはたらき

【知識及び技能】・さまざまな力とそのはたらきについての観察，実験など

を通して，さまざまな力，力のつり合い，運動の法則，物体の落下運動につ

いて理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける

。

【思考力、判断力、表現力等】　

・さまざまな力とそのはたらきについて，問題を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・さまざまな力とそのはたらきに関する事物・現象に主体的に関わり，科学

的に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、科学的
に探求しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々なエネルギーについて理
解するとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な
技能を身に付ける。

見通しをもって観察、実験などを行い、科学
的に探究する力を養う。

東京書籍　新改訂　物理基礎

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

物体の運動と様々なエネルギーに関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通じて、物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究す
るために必要な資質・能力を育成する。

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 13

15○

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

17



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

生物基礎　数研出版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査 ○

15

配当
時数

１
学
期

５．生物の多様性と生態系

【知識及び技能】

　生物の多様性と生態系について，

次のことを理解するとともに，それ

らの観察，実験などに関する技能を

身に付けること。また，生態系の保

全の重要性について認識すること。

　

【思考力、判断力、表現力等】　

　生物の多様性と生態系について，

観察，実験などを通して探究し，生

態系における，生物の多様性及び生

物と環境との関係性を見いだして表

現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

　話合い，レポートの作成，発表を

適宜行わせ,生物や生物現象に主体

的に関わり，科学的に探究しようと

以下の内容を十分に理解できる。

また、実験や観察を通して、生物

について考察できる。

１．生物の多様性と共通性

２．植生と遷移

３．遷移とバイオーム

【知識・技能】

　定期考査の素点　小テスト

【思考・判断・表現】　

　定期考査の素点　授業ノートの内容評価

　実験レポートの内容評価

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業中の対話

　授業ノート・実験レポートの提出状況

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

1

１．生物の特徴

【知識及び技能】

　生物の特徴について，次のことを

理解するとともに，それらの観察，

実験などに関する技能を身に付ける

。

【思考力、判断力、表現力等】　

生物の特徴について，観察，実験な

どを通して探究し，多様な生物がも

つ共通の特徴を見いだして表現する

。

【学びに向かう力、人間性等】

話合い，レポートの作成，発表を適

宜行わせ,生物や生物現象に主体的

に関わり，科学的に探究しようとす

以下の内容を十分に理解できる。

また、実験や観察を通して、生物

について考察できる。

１．細胞の特徴

２．生物とエネルギー代謝

【知識・技能】

　定期考査の素点　小テスト

【思考・判断・表現】　

　定期考査の素点　授業ノートの内容評価

　実験レポートの内容評価

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業中の対話

　授業ノート・実験レポートの提出状況 ○ ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

２．遺伝子とそのはたらき

【知識及び技能】

　遺伝子とそのはたらきについて理

解するとともに，それらの観察，実

験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

遺伝子とそのはたらきについて，観

察，実験などを通して探究し，塩基

の相補性とDNA 

の複製を関連付けて

理解すること。塩基配列とタンパク

質のアミノ酸配列との関係を見いだ

して理解すること。

【学びに向かう力、人間性等】

話合い，レポートの作成，発表を適

宜行わせ,生物や生物現象に主体的

に関わり，科学的に探究しようとす

る態度を養う。

以下の内容を十分に理解できる。

また、実験や観察を通して、生物

について考察できる。

１．遺伝情報とDNA

２．遺伝情報とタンパク質

【知識・技能】

　定期考査の素点　小テスト

【思考・判断・表現】　

　定期考査の素点　授業ノートの内容評価

　実験レポートの内容評価

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業中の対話

　授業ノート・実験レポートの提出状況

○ ○ 13

定期考査 ○ ○

○

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎

○



２
学
期

３
学
期

５．生物の多様性と生態系

【知識及び技能】

　生物の多様性と生態系について，

次のことを理解するとともに，それ

らの観察，実験などに関する技能を

身に付けること。また，生態系の保

全の重要性について認識すること。

　

【思考力、判断力、表現力等】　

　生物の多様性と生態系について，

観察，実験などを通して探究し，生

態系における，生物の多様性及び生

物と環境との関係性を見いだして表

現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

　話合い，レポートの作成，発表を

適宜行わせ,生物や生物現象に主体

的に関わり，科学的に探究しようと

以下の内容を十分に理解できる。

また、実験や観察を通して、生物

について考察できる。

１．生態系と生物多様性

２．生態系の保全

【知識・技能】

　定期考査の素点　小テスト

【思考・判断・表現】　

　定期考査の素点　授業ノートの内容評価

　実験レポートの内容評価

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業中の対話

　授業ノート・実験レポートの提出状況

○ ○

４．ヒトの体の調節

【知識及び技能】

　ヒトの体の調節について理解する

とともに，それらの観察，実験など

に関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

　ヒトの体の調節について，観察，

実験などを通して探究し，神経系と

内分泌系による調節及び免疫などの

特徴を見いだして表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

　話合い，レポートの作成，発表を

適宜行わせ,生物や生物現象に主体

的に関わり，科学的に探究しようと

する態度を養う。

以下の内容を十分に理解できる。

また、実験や観察を通して、生物

について考察できる。

１．体内環境と情報伝達

２．免疫のはたらき

【知識・技能】

　定期考査の素点　小テスト

【思考・判断・表現】　

　定期考査の素点　授業ノートの内容評価

　実験レポートの内容評価

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業中の対話

　授業ノート・実験レポートの提出状況 ○ ○ ○ 17

定期考査 ○ ○ 1

○ 17

1

合計

78

定期考査 ○ ○



年間授業計画　

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・クロール、平泳ぎ、バタフライ、

背泳の4種類の泳法を学習する。

・入学年次にバタフライの泳法を完

成させ、２５ｍを泳ぎきる。

・記録を向上させる。

【知識・技能】

　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技術の名称や

行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解するとと

もに、効率的に泳ぐことができきた。

【思考・判断・表現】　

　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け

止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の責

任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとすることなどや、水泳の事故防止に関す

る心得を遵守するなど自ら健康・安全を確保しようとしてい

た。

○ ○ ○

○

単元の具体的な指導目標

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科

○

〇 〇

柔道

・歴史、礼儀作法、体力つくり、受

け身、投げ技、固め技、連続技を練

習し、習った技を使って簡単な攻防

を行う。

剣道

・竹刀の持ち方、足さばき、簡単な

打突、また基本技や簡単な打ち合い

を中心に学習し、防具を付けている

相手に打ち込みを行う。

【知識・技能】

　柔道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や基本とな

る技、連絡技を用いて、相手を崩して投げたり、抑えたりす

るなどの攻防ができた。

　剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や基本とな

る技を用いて、相手の構えを崩し、しかけたり応じたりする

などの攻防ができた。

【思考・判断・表現】　

　攻防などにおける自己や仲間の課題を発見し、合理的な解

決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考

えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　健康・安全を確保しながら、武道に自主的に取り組むとと

もに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にしようと

すること、自己の責任を果たそうとすること、一人一人の違

いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることができた。

１
学
期

・グループ活動による創作ダンスを

行う。表現したい内容を動き、構成

を工夫し小モチーフから大モチーフ

へと発展させる。

【知識・技能】

表したいテーマにふさわしいイメージを捉え、個や群で、緩

急強弱のある動きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表

現したり、簡単な作品にまとめたりして踊ることができた。

　

【思考・判断・表現】　

　表現などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考

えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ダンスに自主的に取り組むとともに、互いに助け合い教え

合おうとすること、作品や発表などの話合いに貢献しようと

すること、一人一人の違いに応じた表現や役割を大切にしよ

うとすることなどや、健康・安全を確保することができた。

○

ダンス

【知識及び技能】

　表したいテーマにふさわしいイメージを捉え

、個や群で、緩急強弱のある動きや空間の使い

方で変化を付けて即興的に表現したり、簡単な

作品にまとめたりして踊ることができる。　

【思考力、判断力、表現力等】

　表現などの自己や仲間の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する

とともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝

えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ダンスに自主的に取り組むとともに、互いに

助け合い教え合おうとすること、作品や発表な

どの話合いに貢献しようとすること、一人一人

の違いに応じた表現や役割を大切にしようとす

ることなどや、健康・安全を確保することがで

きる。

思 態

保健体育 体育
保健体育 体育 2

体つくり運動

【知識及び運動】

　体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動

を継続する意義、体の構造、運動の原則などを

理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、

自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　体つくり運動に自主的に取り組むとともに、

互いに助け合い教え合おうとするこ

と、一人一人の違いに応じた動きなどを大切に

しようとすること、話合いに貢献し

ようとすることなどや、健康・安全を確保する

ことができる。

・体ほぐし運動

・実生活に生かす運動の計画

【知識及び運動】

　体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動を継続する意

義、体の構造、運動の原則などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを

他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合

い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなど

を大切にしようとすること、話合いに貢献し

ようとすることなどや、健康・安全を確保することができた

。

〇

体育理論

【知識】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について、課題を発見し、よりよい解決に向

けて思考し判断するとともに、他者に伝えるこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展についての学習に自主的に取り組む。

・スポーツの始まりと変遷

・文化としてのスポーツ

【知識】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について理

解している。

【思考・判断・表現】　

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、

課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するととも

に、他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展についての

学習に自主的に取り組んだ。

○ ○

指導項目・内容 評価規準 知

3

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解す
るとともに，技能を身に付けるようにする。

　運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り
組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する
、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育
てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
　運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続
することができるようにするため、運動の多様性や体力
の必要性について理解するとともに、それらの技能を身
に付けるようにする。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発
見し、合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

701現代高等保健体育（大修館書店）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて
思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

10

配当
時数

2

武道

【知識及び技能】

　柔道では、相手の動きの変化に応じた基本動

作や基本となる技、連絡技を用いて、相手を崩

して投げたり、抑えたりするなどの攻防ができ

る。

　剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動

作や基本となる技を用いて、相手の構えを崩し

、しかけたり応じたりするなどの攻防ができる

。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などにおける自己や仲間の課題を発見し

、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工

夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝

えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊

重し、伝統的な行動の仕方を大切にしようとす

ること、自己の責任を果たそうとすること、一

人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ

○

水泳

【知識及び技能】

　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、

技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察

の方法などを理解するとともに、効率的に泳ぐ

ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する

とともに、自己の考えたことを他者に伝えるこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗など

を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし

ようとすること、自己の責任を果たそうとする

こと、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大

切にしようとすることなどや、水泳の事故防止

に関する心得を遵守するなど自ら健康・安全を

確保しようとする。

13

○ ○○



〇

球技・ゴール型（ラグビー）

【知識及び技能】

 

安定したボール操作と空間を作りだすなどの動

きによってゴール前への侵入などから攻防をす

る　

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ラグビーに主体的に取り組むとともに、フェ

アなプレーを大切にしようとする。作戦などに

ついての話合いに貢献しようとすること、一人

一人の違いに応じたプレーなどを大切にしよう

とすること、互いに助け合い教え合おうとする

・ランニング､ハンドリングを中心

としたラグビーの中で、抜く､パス

をするといった基本技能を身に付け

､チーム戦術の工夫をしながらゲー

ムを行う。

【知識及び技能】

 

安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴ

ール前への侵入などから攻防をすることができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ラグビーに自主的に取り組むとともに、フェアなプレーを

大切にしようとした。作戦などについての話合いに貢献しよ

うとすること、一人一人の違いに応じたプレーなどを大切に

しようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることな

どや、健康・安全を確保することができた。

2

体つくり運動 ・体ほぐし運動

・実生活に生かす運動の計画
〇 〇 〇 2

体育理論 ・スポーツの高潔さとドーピング

・スポーツと環境
〇 〇

〇 〇

2

2

器械運動（平均台）

【知識及び技能】

　体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに

安定して行うこと、条件を変えた技や発展技を

行うこと及びそれらを構成し演技することがで

きる。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　技などの自己や仲間の課題を発見し、合理的

な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると

ともに、自己の考えたことを他者に伝えること

ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　器械運動に自主的に取り組むとともに、よい

演技を讃たえようとすること、互いに助け合い

教え合おうとすること、一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を大切にしようとすることなどや

、健康・安全を確保することができる。

・マット運動をベースに、平均台へ

と移行し、歩、走、跳、回転、波動

、静止などを行う。

【知識及び技能】

　適切なラケット操作とボールコントロールを身に付け、シ

ョートラリー、グランドストロールのラリーを行うことがで

きた。ゲームの進め方や基本のルールを理解することができ

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して、良い点や修

正点を指摘することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　テニスに主体的に取り組むとともに、フェアなプレーを大

切にしようとすること、合意形成に貢献しようとすること、

一人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしようとするこ

と、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全

を確保することができた。

〇

【知識及び技能】

　体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに安定して行う

こと、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成

し演技することができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　技などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたこと

を他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　器械運動に自主的に取り組むとともに、よい演技を讃たえ

ようとすること、互いに助け合い教え合おうとすること、一

人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすること

などや、健康・安全を確保することができた。

〇

合計

78

14

器械運動（マット運動）

【知識及び技能】

　回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定

して行うこと、条件を変えた技や発展技を行う

こと及びそれらを構成し演技することができる

。

【思考力、判断力、表現力等】

　技の行い方や技の組合せ方について、合理的

な動きと自己や仲間の動きを比較して、成果や

改善すべきポイントとその理由を仲間に伝える

ことができる。　

【主体的に学習に取り組む態度】

　マット運動の学習に主体的に取り組もうとし

、仲間に課題を伝え合ったり補助し合ったりし

て，互いに助け合い教え合おうとする

ことができる。

・前転、後転、側転、倒立前転、ハ

ンドスプリング、バランスなどがで

き、発展として連続技を構成し発表

する。

【知識及び技能】

　回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと

、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演

技することができた。

【思考力、判断力、表現力等】

　技の行い方や技の組合せ方について、合理的な動きと自己

や仲間の動きを比較して、成果や改善すべきポイントとその

理由を仲間に伝えることができた。　

【主体的に学習に取り組む態度】

　マット運動の学習に自主的に取り組もうとし、仲間に課題

を伝え合ったり補助し合ったりして，互いに助け合い教え合

おうとした。

〇

〇

〇

体つくり運動

〇

・体ほぐし運動

・実生活に生かす運動の計画
〇 〇 〇

〇

・オーバーハンドパス､アンダーハ

ンドパス、スパイク、サーブ等の個

人技能を向上させ、連携プレイのた

めのフォーメーションなどの動きが

できるなどの集団的技能へと発展さ

せることができる。

【知識及び技能】

　ポジションの役割に応じたパス等のボール操作によって、

仲間と連携した「拾う、つなぐ、打つ」などの一連の流れで

攻撃を組み立て、相手側のコートの空いた場所をめぐる攻防

を展開できた。

【思考力、判断力、表現力等】　

自己やグループメンバーの課題を発見し、合理的な解決に向

けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度等】

　バレーボールの学習に自主的に取り組もうとし、作戦など

についての話合いに貢献しようとすることや互いに練習相手

になったり仲間に助言したりして、互いに助け合い教え合お

うとすることができた。

〇

球技・ネット型（バレーボール）

【知識及び技能】

　ポジションの役割に応じたパス等のボール操

作によって、仲間と連携した「拾う、つなぐ、

打つ」などの一連の流れで攻撃を組み立て、相

手側のコートの空いた場所をめぐる攻防を展開

できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】　

自己やグループメンバーの課題を発見し、合理

的な解決に向けて、運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度等】

　バレーボールの学習に主体的に取り組もうと

し、作戦などについての話合いに貢献しようと

することや互いに練習相手になったり仲間に助

言したりして、互いに助け合い教え合おうとす

〇

球技・ネット型（テニス）

※２学期の目標と同じ

※２学期の内容と同じ ※２学期の評価規準と同じ

〇 〇 〇

〇 〇

２
学
期

〇 〇

28

３
学
期

・ラケットの握り方から、ストロー

ク、ボレー、スマッシュ、サービス

などの基礎技術の習得へと発展させ

、ルールとゲームの進め方を理解し

、ダブルスでゲームを行う。

球技・ネット型（テニス）

【知識及び技能】

　適切なラケット操作とボールコントロールに

よってショートラリー、グランドストロールの

ラリーを行うことができる。またゲームの進め

方と基本のルールを理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して

、良い点や修正点を指摘することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　テニスに主体的に取り組むとともに、フェア

なプレーを大切にしようとすること、合意形成

に貢献しようとすること、一人一人の違いに応

じたプレーなどを大切にしようとすること、互

いに助け合い高め合おうとすることなどや健康

・安全を確保することができる。

〇〇
・オリンピックとパラリンピックの意

義

・スポーツが経済に及ぼす効果

体育理論

球技・ゴール型（バスケットボール）

【知識及び技能】

　パス、ドリブルなどのボール操作と空間を作

りだすなどの動きによってゴール前への侵入し

、シュートにつなげることができる。システム

を理解し、集団的技能としてチームで連携した

防御ができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などにおいて自己やチームの課題を発見

し、合理的な解決に向けて運動の取り組み

方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

バスケットボールに主体的に取り組むとともに

、フェアなプレイを大切にしようとする。また

、互いに助け合い教え合おうとすることなどや

健康・安全を確保することができる。

・パス､ドリブル､シュート等の個人

技能を向上させ、それらの技能や仲

間と連携した動きを用いて、ゲーム

における攻防を行う。

【知識及び技能】

　パス、ドリブルなどのボール操作と空間を作りだすなどの

動きによってゴール前への侵入し、シュートにつなげること

ができる。システムを理解し、集団的技能としてチームで連

携した防御ができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などにおいて自己やチームの課題を発見し、合理的な

解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や

仲間の考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

バスケットボールに主体的に取り組むとともに、フェアなプ

レイを大切にしようとする。また互いに助け合い教え合おう

とすることなどや健康・安全を確保することができた。

〇 〇 〇

〇



年間授業計画　

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

現代社会と健康

【知識】

　国民の健康課題や健康の考え方は、

国民の健康水準の向上や疾病構造の変

化に伴って変わってきていること。ま

た、健康は様々な要因の影響を受けな

がら、主体と環境の相互作用の下に成

り立っていること。健康の保持増進に

は、ヘルスプロモーションの考え方を

踏まえた個人の適切な意思決定や行動

選択及び環境づくりが関わること。生

活習慣病などの予防と回復には、運動

、食事、休養及び睡眠の調和のとれた

生活の実践や疾病の早期発見、及び社

会的な対策が必要であることを理解で

きるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】　

　現代社会と健康に関わる事象や情報

から課題を発見し、疾病等のリスクの

軽減、生活の質の向上、健康を支える

環境づくりなどと、解決方法を関連付

けて考え、適切な方法を選択し、それ

らを説明することができるようにする

。

【主体的に学習に取り組む態度】

　自他の健康やそれを支える環境づく

りに関心をもち、現在だけでなく生涯

・健康の考え方と成り立ち

・私たちの健康のすがた

・生活習慣病の予防と回復

・がんの原因と予防

・がんの治療と回復

【知識】

　国民の健康課題や健康の考え方は、国民の健

康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わっ

てきていること。また、健康は様々な要因の影

響を受けながら、主体と環境の相互作用の下に

成り立っていること。健康の保持増進には、ヘ

ルスプロモーションの考え方を踏まえた個人の

適切な意思決定や行動選択及び環境づくりが関

わること。生活習慣病などの予防と回復には、

運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活

の実践や疾病の早期発見、及び社会的な対策が

必要であることを理解できた。

【思考・判断・表現】　

　現代社会と健康に関わる事象や情報から課題

を発見し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の

向上、健康を支える環境づくりなどと、解決方

法を関連付けて考え、適切な方法を選択し、そ

れらを説明することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　自他の健康やそれを支える環境づくりに関心

をもち、現在だけでなく生涯を通じて健康の保

持増進や回復を目指そうとしている。

○ ○

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。

　生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

5

○

保健体育 保健

　個人及び社会生活における健康・安全につい
て理解を深めるとともに、技能を身に付けるよ
うにする。

　健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに、目的や状況に応じて他者に伝える力
を養う。

○ 8

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

701現代高等保健体育（大修館書店）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに
、他者に伝える力を養う。

配当
時数

１
学
期

安全な社会生活

【知識及び技能】

　適切な応急手当は、傷害や疾病の悪

化を軽減でき、応急手当には正しい手

順や方法があること、また応急手当は

、傷害や疾病によって身体が時間の経

過とともに損なわれていく場合がある

ことから、速やかに行う必要があるこ

とを理解できるようにする。

　心肺蘇生法などの応急手当を適切に

行うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】　

　応急手当について、習得した知識や

技能を事故や災害で生じる傷害や疾病

に関連付けて、悪化防止のための適切

な方法に応用することができるように

する。

【主体的に学習に取り組む態度】

　応急手当について関心をもってに学

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○ ○ ○

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

・応急手当の意義とその基本

・日常的な応急手当

・心肺蘇生法

【知識・技能】

　適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を軽減

でき、応急手当には正しい手順や方法があるこ

と、また応急手当は、傷害や疾病によって身体

が時間の経過とともに損なわれていく場合があ

ることから、速やかに行う必要があることを理

解できた。

　心肺蘇生法などの応急手当を適切に行うこと

ができた。

【思考・判断・表現】　

　応急手当について、習得した知識や技能を事

故や災害で生じる傷害や疾病に関連付けて、悪

化防止のための適切な方法に応用することがで

きた。

【主体的に学習に取り組む態度】

応急手当について関心をもってに学ぼうとし、

積極的に心肺蘇生法の習得に取り組もうとした

。

定期考査 ○



9

定期考査 ○

〇

5

合計

〇 〇

1

・事故の現状と発生要因

・安全な社会の形成

・交通における安全

【知識】

　安全な社会づくりには、環境の整備とそれに

応じた個人の取組が必要であること、また交通

事故を防止するには、車両の特性の理解、安全

な運転や歩行など適切な行動、自他の生命を尊

重する態度、交通環境の整備が関わること、さ

らに交通事故には補償をはじめとした責任が生

じることを理解できた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　安全な社会生活における事象や情報などにつ

いて、安全に関わる原則や概念を基に整理した

り、個人及び社会生活と関連付けたりして、自

他や社会の課題を発見することや、交通安全に

ついて習得した知識を基に、事故につながる危

険を予測し回避するための自他や社会の取組を

評価することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　安全な社会生活について関心をもって積極的

に学習に取り組もうとした。

〇 〇

39

現代社会と健康

【知識】

　喫煙と飲酒は、生活習慣病などの要

因になること、薬物乱用は心身の健康

や社会に深刻な影響を与えることから

行ってはならないこと、またそれらの

対策には、個人や社会環境への対策が

必要であること。精神疾患の予防と回

復には、運動、食事、休養及び睡眠の

調和のとれた生活を実践するとともに

、心身の不調に気付くことが重要であ

ること、また疾病の早期発見及び社会

的な対策が必要であることを理解でき

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　現代社会と健康に関わる事象や情報

から課題を発見し、疾病等のリスクの

軽減、生活の質の向上、健康を支える

環境づくりなどと、解決方法を関連付

けて考え、適切な方法を選択し、それ

らを説明することができるようにする

。

【主体的に学習に取り組む態度】

　自他の健康やそれを支える環境づく

りに関心をもち、現在だけでなく生涯

・運動と健康

・食事と健康

・休養・睡眠と健康

・喫煙と健康

・飲酒と健康

・薬物乱用と健康

・精神疾患の特徴

・精神疾患の予防

・精神疾患からの回復

【知識】

　喫煙と飲酒は、生活習慣病などの要因になる

こと、薬物乱用は、心身の健康や社会に深刻な

影響を与えることから行ってはならないこと、

またそれらの対策には、個人や社会環境への対

策が必要であること。精神疾患の予防と回復に

は、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた

生活を実践するとともに、心身の不調に気付く

ことが重要であること。また疾病の早期発見及

び社会的な対策が必要であることを理解できた

。

【思考力、判断力、表現力等】　

　現代社会と健康に関わる事象や情報から課題

を発見し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の

向上、健康を支える環境づくりなどと、解決方

法を関連付けて考え、適切な方法を選択し、そ

れらを説明することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　自他の健康やそれを支える環境づくりに関心

をもち、現在だけでなく生涯を通じて健康の保

持増進や回復を目指そうとしている。

〇

〇

安全な社会生活

【知識】

　安全な社会づくりには、環境の整備

とそれに応じた個人の取組が必要であ

ること、また交通事故を防止するには

、車両の特性の理解、安全な運転や歩

行など適切な行動、自他の生命を尊重

する態度、交通環境の整備が関わるこ

と、さらに交通事故には補償を

はじめとした責任が生じることを理解

できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】　

　安全な社会生活における事象や情報

などについて、安全に関わる原則や概

念を基に整理したり、個人及び社会生

活と関連付けたりして、自他や社会の

課題を発見することや、交通安全につ

いて習得した知識を基に、事故につな

がる危険を予測し回避するための自他

や社会の取組を評価することができる

。

【主体的に学習に取り組む態度】

〇 10〇

３
学
期

現代社会と健康

【知識】

　感染症は、時代や地域によって自然

環境や社会環境の影響を受け、発生や

流行に違いが見られること、感染症の

リスクを軽減し予防するには、衛生的

な環境の整備や検疫、正しい情報の発

信、予防接種の普及など社会的な対策

とともに、それらを前提とした個人の

取組が必要であることを理解できるよ

うにする。またエイズ及び性感染症

について、その原因及び予防のための

個人の行動選択や社会の対策などを理

解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】　

　感染症の発生や流行には時代や地域

によって違いがみられることについて

、事例を通して整理し、感染のリスク

を軽減するための個人の取組及び社会

的な対策に応用することができる。

　国民の健康課題について、我が国の

健康水準の向上や疾病構造の変化に関

するデータや資料に基づいて分析し、

生活の質の向上に向けた課題解決の方

法をヘルスプロモーションの考え方を

踏まえて整理することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　自他の健康やそれを支える環境づく

りに関心をもち、現在だけでなく生涯

・現代の感染症

・感染症の予防

・性感染症・エイズとその予防

・健康に関する意思決定・行動選

択

・健康に関する環境づくり

【知識】

　感染症は、時代や地域によって自然環境や社

会環境の影響を受け、発生や流行に違いが見ら

れること、感染症のリスクを軽減し予防するに

は、衛生的な環境の整備や検疫、正しい情報の

発信、予防接種の普及など社会的な対策ととも

に、それらを前提とした個人の取組が必要であ

ることを理解することができた。またエイズ及

び性感染症について、その原因及び予防のため

の個人の行動選択や社会の対策などを理解でき

た。

【思考力、判断力、表現力等】　

　感染症の発生や流行には時代や地域によって

違いがみられることについて、事例を通して整

理し、感染のリスクを軽減するための個人の取

組及び社会的な対策に応用することができた。

　国民の健康課題について、我が国の健康水準

の向上や疾病構造の変化に関するデータや資料

に基づいて分析し、生活の質の向上に向けた課

題解決の方法をヘルスプロモーションの考え方

を踏まえて整理することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　自他の健康やそれを支える環境づくりに関心

をもち、現在だけでなく生涯を通じて健康の保

持増進や回復を目指そうとしている。

○

２
学
期



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

〇 〇 〇

【知識及び技能】

　・楽器としてのカップの使い方

【思考力、判断力、表現力等】　

　・音色を生かした表現

　・パフォーマンスの工夫

【学びに向かう力、人間性等】

　・授業態度、提出物

8

10〇 〇

12

〇 〇 〇 20

〇

〇 〇

〇

音楽Ⅰ芸術

〇

表現

評価規準
鑑
賞

【知識及び技能】

　・曲にふさわしい発声、発音

　・発展的な音楽用語

【思考力、判断力、表現力等】　

　・語感を生かした表現

　・曲の構成、旋律と強弱の関わり

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

　・曲にふさわしい発声、発音

　・イタリア語の発音

【思考力、判断力、表現力等】　

　・語感を生かした表現

　・曲の構成、旋律と強弱の関わり

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

　・ギターの仕組みや奏法の理解

　・基本的な演奏の技能

　・コードの仕組みに関する知識

【思考力、判断力、表現力等】　

　・音色や奏法を生かした表現

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

　・ドイツ語の発音、リートの特徴の理解

　・箏の仕組みや奏法の理解

　・箏の基本的な演奏の技能

【思考力、判断力、表現力等】　

　・曲の構成、旋律と強弱の関わり

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

　・ベルの仕組みや奏法の理解

　・ベルの基本的な演奏の技能

　・交響曲やオーケストラについての知識

【思考力、判断力、表現力等】　

　・曲の構成と文化・歴史との関わり

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

　・ヴォイス・アンサンブルの技能

　・ギターの基本的な演奏の技能

【思考力、判断力、表現力等】　

　・グループごとの表現の工夫

【学びに向かう力、人間性等】

　・授業態度、提出物

【知識及び技能】

　・室内楽や楽曲の背景に関する知識

　・音楽創作アプリケーションの使い方

【思考力、判断力、表現力等】　

　・音楽の特徴と情景との関わり

　・手法を生かした旋律創作

【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇 〇 〇

〇

2

３
学
期

パートの役割を理解し、発声を工夫

してアンサンブルをする。

コードの響きを感じながら、ストロ

ーク奏法で弾き歌いをする。

「サザエさん」

「日曜日よりの使者」

〇 〇

音楽の要素とイメージを結び付けて

鑑賞しよう。

コード進行をもとに、動物をイメー

ジしてメロディーをつくろう。

「動物の謝肉祭」

メロディー創作

〇

２
学
期

曲にふさわしい発声や発音で、工夫

して独唱・合唱する。

箏の基本奏法や日本音楽の特徴・作

法を理解し、音色を工夫して演奏す

る。

「ぼくは ぼく」　

「Heidenröslein」

「六段の調 初段」

　箏曲アンサンブル四季「春」 〇 〇 〇

〇

身近なものを使って、音色やリズム

、パフォーマンスを工夫してアンサ

ンブルをする。

CUPS

〇 〇

〇

楽器の音色や曲の構成に注目して鑑

賞する。

音をよく聴き合い、楽器の良さを生

かしてアンサンブルをする。

「交響曲第９番」

「きよしこの夜」

「星に願いを」

〇

8

〇 〇 〇

態

配
当
時
数

１
学
期

日本語の語感を生かし、情景を思い

浮かべて歌う。

「校歌」

「むこうむこう」

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

曲にふさわしい発声や発音で、美し

く歌う。

「この道」

「Caro mio ben」

〇

ギターの基本奏法やコードの仕組み

を理解し、音色を工夫してペアで演

奏する。

「第三の男のテーマ」

〇

4

合

計

78

8

芸術 音楽Ⅰ 2

8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に着けるようにする。

自己のイメージを持って音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

MOUSA1　教育芸術社

〇 〇 〇

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

芸術

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み
、生涯にわたって音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

・顔料から絵の具を作る体験や、

膠の使用など日本古来の表現技法

を学び、体験する。

・材料の扱いを覚え、作者のイメ

ージを再現擦ることが出来る。

・日本の伝統に触れ、日本美術の

歴史に興味をもつことが出来る。

〇想像の世界を表す

14

18〇〇〇

【知識及び技能】

　・アクリル絵の具の特性を理解し、自分の

　　意図に合った表現が出来る。

　・作品評価

・作品評価

【思考力、判断力、表現力等】　

・水干絵の具や岩絵の具の特徴や表現を理

　解し、制作に取り入れることが出来る

・伝統的な表現だけでなく、個人の感性や表現を

積極的に作品に出せる

・作品評価

【学びに向かう力、人間性等】

・授業態度、準備等

〇〇

〇〇

・身近なものをモチーフとして鉛

筆でデッサンをする。鉛筆の特性

を理解し、モチーフに愛着を持っ

て、質感・色感・空間を表現でき

る能力を養う。

〇鉛筆デッサン

〇 〇

・スタイロフォームをカッターを

用いカットすることで立体を制作

する。直線的な作業から曲線的な

形を生み出す工程を通し、空間把

握の能力を養う。

〇立体造形

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるようにする。

美術Ⅰ芸術

２
学
期

３
学
期

〇陶芸制作 ・陶芸の歴史や文化に触れ、興味

をもつことが出来る。

・陶芸の制作方法を理解し、想像

した形を再現することが出来る。 〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇〇〇

【知識及び技能】

　・道具を正しく使用することが出来る。

　・作品評価

【思考力、判断力、表現力等】

　・適切な方法を選び、安全に制作を進める

　

【学びに向かう力、人間性等】

　・授業態度

〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

・題材を通し美術に対する興味・関心を高める
とともに、生涯にわたって美術を愛好する心情
や感性を磨くことが出来る。

配
当
時
数

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

18〇

【知識及び技能】

・陶芸の文化や歴史に興味を持ち、調べ学

　習に取り組める

【思考力、判断力、表現力等】　

・表現にあった、技法や道具を選択するこ

　とが出来る

【学びに向かう力、人間性等】

〇

合

計

78

16〇〇

【知識及び技能】

　・アクリル絵の具を使い色面表現が

　　出来る。

　・作品評価

【思考力、判断力、表現力等】

　・発想、技法や画材の選択　　　　　　　

　　　　　　　            

【学びに向かう力、人間性等】

　・情報収集、整理の仕方

　・授業態度

〇〇

・ご当地のマスコットキャラクタ

ーをデザインすることで、その地

方について調べ、その内容をどう

伝えるかというデザインの基礎を

学ぶ。

〇キャラクターデザイン

12○〇〇

【知識及び技能】

　・鉛筆の特性を理解している。

　・作品評価

【思考力、判断力、表現力等】　

　・発想、技法やの選択

【学びに向かう力、人間性等】

　・授業態度

思 態

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・題材における固有な技法を理解し、基本的な
表現を行うことが出来る。また、中学校教育で
の理解を深め、自己の表現へ結び付けることが
出来る。

・資料集めやエスキースの準備など、発想と構
想を形にしながら制作へと向かうことが出来る
。・技法から表現と、自己探求の成果を示すこ
とが出来る。

新・高校生の美術１

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよ
うにする。

書道Ⅰ芸術

○ ○

・漢字仮名交じりの書(２)

　手書き文字による手紙の長所につ

いて考え、伝統的な書式を活かして

整正に書くことができるようにする

。今後の生活に書を活かすにはどの

ようにしたらよいかを考える態度を

養う。

２
学
期

・漢字の書(４)

　行書古典の臨書を通して、それぞ

れの特徴と書法を理解し、行書の基

本的用筆法を習得することができる

ようにする。

　古典題材

　　蘭亭序

　　祭姪稿

　　風信帖

　使用教材

　　教科書・文房四宝

○

・仮名の書

　平安時代の代表的な古筆を鑑賞し

、連綿の流動美、行書きや散らし書

きなどの全体構成について考える。

古筆の臨書学習を通して、それぞれ

の特徴と書法を理解し、仮名の基本

的用筆法を習得することができるよ

うにする。

　古典題材

　　蓬莱切

　　高野切第三種

　使用教材

　　教科書・文房四宝

　基本的な手紙の書き方や、封筒

、はがきの表書きなど、定型書式

の書き方を確認する。

　使用教材

　　教科書・筆記用具

　　身のまわりの書

○

３
学
期

・漢字仮名交じりの書(１)

　漢字と仮名の調和の重要性を確認

し、主体的・意欲的に創作を行う。

また作品を鑑賞することにより、そ

れぞれに込められた思いと照らし合

わせ、背景などを推察しながら深く

味わうことができるようにする。

　漢字と仮名の調和の重要性を確

認し、そのための工夫について考

えて創作する。友達や他の作品を

鑑賞することにより、書のよさや

美しさを味わって捉える。

　使用教材

　　教科書・法帖・五體字類

○

【 知　識　及　び　技　能 】

○

8○

○

　行書の古典の学習を活かして、それぞれ

の特徴と書法を理解し、行書の基本的用筆

法を習得している。 ○ ○ ○ 16

　楷書の古典の学習を活かして、主体的に自

己表現する力を養うことができる。また、友

達や他の創作作品を鑑賞することにより、幅

広い表現や多様の美を理解し、書のよさや美

しさを味わって捉えている。
○

○

4

・漢字の書(１)

　漢字の五書体の変遷、仮名の成立

等を理解することができるようにす

る。また、楷書の古典の種類を知り

、法帖を通して基本的な点画や線質

の表し方を理解し、そこから受ける

印象の違いを感じることができるよ

うにする。

　漢字の五書体の変遷について理

解する。唐の四大家の概要を知り

、作品の比較を通してそれぞれの

美を感得する。

　使用教材

　　教科書・文房四宝

○

・漢字の書(３)

　楷書の古典の学習を活かして、主

体的・意欲的に作品を制作する。ま

た、友達や他の創作作品を鑑賞する

ことにより、幅広い表現や多様の美

を理解し深く味わうことができるよ

うにする。

　創作の手順に従い、今までの授

業で学んだ古典の特徴や技能を活

かして創作する。また、創作作品

を鑑賞することにより、そのよさ

や美しさを味わう能力を伸ばす。

　使用教材

　　教科書・法帖・五體字類

　　文房四宝

○

○ ○ 14

○

　生活や社会における書の効用について考

え、書のよさや美しさを味わって捉えてい　

る。書に対する感性を豊かにし、書を愛好　

する心情を養っている。

16

○

　漢字と仮名の調和の重要性を理解し、今

まで学んできた用筆・運筆の技能、字形、全

体の構成について工夫がなされている。漢字

の古典や創作作品の価値とその根拠について

考え、書のよさや美しさを味わって捉えてい

る。

○

○

　仮名の古典の学習を活かして、それぞれ

の特徴と書法を理解し、仮名の基本的用筆

法を習得している。

○ ○ ○

4

合

計

78

・漢字の書(２)

　楷書古典の臨書を通して、それぞ

れの特徴と書法を理解し、楷書の基

本的用筆法を習得することができる

ようにする。

○ ○

○ ○

　古典題材

　　九成宮醴泉銘

　　孔子廟堂碑

　　雁塔聖教序

　　顔氏家廟碑

　　牛橛造像記

　　鄭羲下碑

○ ○

　楷書の古典の臨書を通して、それぞれの特

徴と書法を理解し、楷書の基本的用筆法を習

得している。
○ ○

配
当
時
数

１
学
期

・書写から書道へ

　書写と書道との関係や考え方の違

いを理解し、今後の学習への意欲を

高める。姿勢・執筆や用具・用材に

ついて理解できるようにする。

　書道の学習に必要な用具・用材

について理解し、丁寧に扱う態度

を養う。基本の姿勢・執筆につい

て、目的に合わせて多様な方法を

があることを理解する。

　使用教材

　　教科書・文房四宝

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○

　漢字の五書体の変遷、仮名の成立等を理解

している。楷書の古典の種類を知り、法帖を

通して基本的な点画の線質の表し方を理解し

、そこから受ける印象の違いを感じる力を身

に付けている。
○ 4

　書写と書道との関係や考え方の違いを理解

し、今後の学習への意欲を高めようとしてい

る。姿勢・執筆や用具・用材について理解し

ている。 ○ ○ ○

12

○

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科
芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　書の表現の方法や形式、多様性などについて
幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

　書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて
構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文
化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えた
りすることができるようにする。

新編　書道Ⅰ　大修館書店

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

　主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯に
わたり書を愛好する心情を育むとともに、感性
を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う
。



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：  (ENRICH LEARNING ENGLISH COMMUNICATION I,ENRICH LEARNING ENGLISH COMMUNICATION I WORKBOOK)
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

外国語
外国語 英語コミュニケーションⅠ 4

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどについて理解を深めている。
・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケーション
において、目的や場面、状況に応じて適切に活
用できる技能を身に付けている。

コミュニケーションの行う目的や場面、状況な
どに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で情報や考えなどの概要や要点、
詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解
したり、これらを活用して適切に表現したり伝
え合ったりしている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、
主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーシ
ョンを図ろうとしている。

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語の音声, 
語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話す
こと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用でき
る技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的, 
社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

１
学
期

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関し目標レベ

ルに到達する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　各レッスンのテーマにおいて外国語

で自ら質問に答え内容を再現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図る

態度を身につける。

Unit 1
Why do people learn languages?

Unit 2
What do superstitions mean to 
you?

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

○

○定期考査 ○ ○

① 定期考査：中間

② 英単語テスト

③ Essay Writing
④ 提出物・発表等

○ ○ ○ 23

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ 31

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関し目標レベ

ルに到達する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　各レッスンのテーマにおいて外国語

で自ら質問に答え内容を再現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図る

態度を身につける。

Unit 3
How can we promote 
sustainability?

Unit 4
What can we learn from people 
in Hawaii?

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 1定期考査 ○ ○

① 定期考査：期末

② 英単語テスト

③ Essay Writing
④ 提出物・発表等

○ ○

○

○ ○ 1

○ ○ ○ 1

○ ○

① 定期考査：期末

② 英単語テスト

③ Essay Writing
④ 提出物・発表等

○

31

定期考査 ○ ○ ○ ○

○ ○

① 定期考査：中間

② 英単語テスト

③ Essay Writing
④ 提出物・発表等

○ ○ ○

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関し目標レベ

ルに到達する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　各レッスンのテーマにおいて外国語

で自ら質問に答え内容を再現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図る

態度を身につける。

Lesson 5 
How can you engage your 
audience?

Lesson 6
What are the qualities of a good 
leader?

・一人１台端末の活用

○ ○

31

定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

1○ ○ ○ ○

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関し目標レベ

ルに到達する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　各レッスンのテーマにおいて外国語

で自ら質問に答え内容を再現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図る

態度を身につける。

Unit 7
What is your ideal lifestyle?

Active Reading 1
Ocean Plastic

・一人１台端末の活用

○ ○ ○

２
学
期

合

○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 35３
学
期

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関し目標レベ

ルに到達する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　各レッスンのテーマにおいて外国語

で自ら質問に答え内容を再現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図る

態度を身につける。

Unit 8
Why do we explore the universe?

Active Reading 2
The Gift

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：学年末

② 英単語テスト

③ Essay Writing
④ 提出物・発表等

○ ○



計

156



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（
）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

２
学
期

合

計

78

〇 ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 17３
学
期

【知識及び技能】

　比較・仮定法を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　接続詞・その他の文法項目を用い

た英作文が書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

比較・仮定法

・副教材『Breakthrough』Lesson 

30～Lesson 36まで

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：学年末

② 小テスト

③ Essay Writing
④ Presentation
⑤ 提出物等

○ ○ 15

定期考査 〇 〇

定期考査 〇 〇

1〇 ○ ○ ○

【知識及び技能】

　分詞・関係詞を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　分詞・関係詞を用いた英作文が書

けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

分詞・関係詞

・副教材『Breakthrough』

   Lesson 23～Lesson 29

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：期末

② 小テスト

③ Essay Writing
④ Presentation
⑤ 提出物等

○

15

定期考査 〇 〇 〇 ○

○ ○

① 定期考査：中間

② 小テスト

③ Essay Writing
④ Presentation
⑤ 提出物等

○ ○ ○

【知識及び技能】

　不定詞・動名詞を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　不定詞・動名詞を用いた英作文が

書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

不定詞・動名詞

・副教材『Breakthrough』

   Lesson 18～Lesson 22

・一人１台端末の活用

○ ○ ○

○ ○ 1

○ ○ ○ 1

○ 15

【知識及び技能】

　完了形・助動詞を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　完了形・助動詞を用いた英作文が

書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

完了形・助動詞

・副教材『Breakthrough』

　Lesson 12～Lesson 17

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 1定期考査 〇 〇

① 定期考査：期末

② 小テスト

③ Essay Writing
④ Presentation
⑤ 提出物等

○ ○

① 定期考査：中間

② 小テスト

③ Essay Writing
④ Presentation
⑤ 提出物等

○ ○ ○ 11

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

【知識及び技能】

　文の種類、文型、時制を理解す

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　文の種類、文型、時制を用いた

英作文が書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

文の種類・基本文型・疑問詞・時

制

・副教材『Breakthrough』

　Lesson 1～Lesson 11

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

〇

○

〇定期考査 〇 〇

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・外国語の音声、語彙、表現、文法、言語の働
きなどについて理解を深めている。
・外国語の音声、語彙、表現、文法、言語の働
きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケーション
において、目的や場面、状況に応じて適切に活
用できる技能を身に付けている。

コミュニケーションの行う目的や場面、状況な
どに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で情報や考えなどの概要や要点、
詳細、話し手や書き手の意図のなどを的確に理
解したり、これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりしている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、
主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーシ
ョンを図ろうとしている。

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語の音声, 
語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話す
こと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用でき
る技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的, 
社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

Revised Vision Quest  English Logic and Expression I  Advanced,Breakthrough英⽂法36章,Reflect Reading & 
Writing２,Hear me out１

外国語
外国語 論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅰ高等学校 令和８年度（１学年用） 教科



年間授業計画　

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 〇 〇 1

○ 16

○ ○ 15

D 単元　システムとデジタル化

【知識及び技能】

　コンピュータのしくみと各装置

【思考力、判断力、表現力等】　

　コンピュータの計算のしくみなど

説明できるか。

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　コンピュータのしくみ

　ソフトウエアハードウエア

　インターフェース

デジタル化と2進数、演算

・教材

　コンピュータ内の部品

【知識・技能】

　コンピュータの仕組みが理解している。

【思考・判断・表現】　

　2進法や演算の仕組みを理解できたか。

【主体的に学習に取り組む態度】

　コンピュータ部品、周辺機器の実物に興味

もって積極的に理解しようとしたか。

○ ○ ○

○

11

定期考査

情報と情報技術を適切に活用でき、情報社会に主体的に参画できる態度を養う。

３
学
期

A 

単元　アルゴリズムとプログラミン

グ

【知識及び技能】

　基本制御構造の内容を理解する

【思考力、判断力、表現力等】　

　フローチャート図を作成する

・指導事項

　プログラミング言語の種類

　アルゴリズムとその表記

　実習：プログラミングの方法

・教材

　表計算マクロ(VBA)やPython

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　アルゴリズムその使い方を理解できたか。

【思考・判断・表現】　

　アルゴリズムの基本的制御構造やプログラ

ミング言語の種類や特徴を理解できたか。

【主体的に学習に取り組む態度】

　アルゴリズム図を書いたりプログラミング

〇 〇 〇 8

A 

単元　プログラミングの実践と情報

のまとめ

【知識及び技能】

　VBAによるプログラミング実習

【思考力、判断力、表現力等】　

　関数や構文を理解し使用する

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　変数、関数の使い方

　関数、変数の使い簡単なプログ

ラム作成

　情報のまとめ

・教材

　表計算マクロ(VBA)

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　表計算マクロを理解できたか。

【思考・判断・表現】　

　関数、変数が理解できプログラムを作動で

きた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　プログラミングを積極的に開発し辛抱強く

デバッグもしたか。

〇 〇 〇

10

合計

78
学年末考査 〇 〇

２
学
期

A 

単元　ネットワークとセキュリティ

【知識及び技能】

　通信方法の種類やLANの構成　

【思考力、判断力、表現力等】　

　LAN構成機器内容を考えられる

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　ネットワークの構成

　プロトコルの内容

　Webページとメールのしくみ

　情報セキュリティの確保

・教材

　通信機器部品　Webページ

【知識・技能】

　ネットワークの仕組みが理解している。

【思考・判断・表現】　

　LANのしくみを理解できたか。

【主体的に学習に取り組む態度】

　LANの構成を個人やグループ活動で興味も

って積極的に理解しようとしたか。

○ ○

・指導事項

　文字、図形、Webの特徴とそのデ

ザイン

　実習：ワープロでデザイン文章

作成、プレゼンテーション、HTML

でのWebページ作成

・教材 ワープロ　エディタ

【知識・技能】

　メディアとそのデザインの特徴を理解でき

たか。　

【思考・判断・表現】　

　実習でうまく作品がつくれたか。

【主体的に学習に取り組む態度】

　プレゼン、Webページの作品つくりを積極

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項

　情報メディアの特徴

　インターネットの形態

　Webでのコミュニケーション

・教材

　ブラウザ、Webページ

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　メディアを使って情報発信ができるか。

【思考・判断・表現】　

　メディアの内容を理解できたか。

【主体的に学習に取り組む態度】

　情報データなど収集を積極的に行ったか。

○ ○

A 単元　問題解決とその方法

【知識及び技能】

　問題解決の現状把握とその手順　

【思考力、判断力、表現力等】　

　問題解決に表計算ソフトを活用で

きる

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　問題解決とは

　データの活用

　モデル化とシュミレーション

　情報セキュリティの確保

・教材

　表計算ソフト

【知識・技能】

　問題解決の方法を理解できたか。

【思考・判断・表現】　

　データを収集選択できる能力があるか。

【主体的に学習に取り組む態度】

　表計算ソフトや各ソフトを積極的使い、分

析と問題解決をしようと努力したか。

○

１
学
期

A 単元　情報社会

【知識及び技能】

データ、情報、知識の関係を理解で

きる。　

【思考力、判断力、表現力等】　

データ活用とその関わりを理解

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　情報の特徴と情報モラル

　知的財産権

　個人情報の保護

・教材

　ブラウザ　Webページ

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　情報社会の関係を理解できたか。

【思考・判断・表現】　

　データをどのように利用できるか。

【主体的に学習に取り組む態度】

　インターネットなどでデータ集めを行った

か。

○ ○ ○ 3

B 単元　メディア関係

【知識及び技能】

　各メディアの内容を知る

【思考力、判断力、表現力等】　

　各メディアの特徴とそのメディア

を使える

【学びに向かう力、人間性等】

C 情報デザインとその実践

【知識及び技能】

　文字、画像、音声の特徴を理解

【思考力、判断力、表現力等】　

　ワープロなどを使って各メディア

を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○

○ 4

9

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

情報機器、技術を活用し、問題解決や情報社会で人との係りを深めることのできる能力を得る。

○

1

情報社会に関わり問題の発見、解決に向けて主
体的に情報知識と情報機器を活用し、自ら改善
しようと積極的に取り組む姿勢が見られる。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報社会で生活するための情報技術を身に
つけ、自己の問題解決に利用できる。情報
化の社会に対応できる知識、技術習得し、
人とのかかわりをよりスムーズに関係をも
てる。

身に着けた情報技術や情報機器を活用でき
自己の問題を解決に利用できる。さらに得た情
報能力で適切な判断ができ積極的に情報社会に
参画できる。

実教出版　情報Ⅰ

情報

いろいろな事象において情報機器をつかい問題解決ができ、学習や生活に応用できる技能を習得する。


